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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

 

　
九
月
に
入
り
、
こ
れ
か
ら
は
運

動
し
や
す
く
な
る
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。 

　
運
動
不
足
に
な
る
と
、
体
の
筋

力
や
免
疫
力
が
弱
く
な
り
、
生
活

習
慣
病
な
ど
の
病
気
に
か
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
体
の
柔

軟
性
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
が
低
下
し

て
、
け
が
を
し
や
す
く
な
っ
た
り
、

肥
満
の
原
因
に
も
な
っ
た
り
し
ま

す
。 

　
運
動
は
、

健
康
な
体
づ

く
り
に
は
な

く
て
は
な
ら

な
い
も
の
な

の
で
す
。 

　
自
分
の
健

康
づ
く
り
、

体
力
づ
く
り

の
た
め
に
も

ぜ
ひ
、
運
動

に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。 

 

　
今
年
の
二
月
に
、
二
十
歳
か
ら

六
十
四
歳
の
村
民
の
方
を
対
象
に

「
運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
行
い
ま
し
た
。 

　
「
健
康
せ
き
か
わ
21
」
の
運
動

部
会
で
は
、
こ
の
結
果
を
も
と
に
、

今
後
の
具
体
的
な
対
策
を
再
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
な
お
、
今
回
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

　
以
上
の
よ
う
に
運
動
習
慣
の
あ

る
人
は
一
八
・
三
％
と
ま
だ
ま
だ

少
な
い
状
況
で
す
。
県
平
均
（
二

四
・
八
％
）
に
比
べ
て
も
少
な
い

結
果
で
し
た
。
ま
た
、
運
動
習
慣

の
な
い
人
の
運
動
で
き
な
い
理
由

と
し
て
は
、
時
間
に
余
裕
が
な
い

と
答
え
た
方
が
六
三
・
三
％
い
て
、

半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
し
た
。 

　
い
ざ
「
運
動
し
て
み
よ
う
か
な
」

と
い
う
気
に
な
っ
て
も
、
時
間
が

と
れ
な
か
っ
た
り
、
面
倒
だ
っ
た

り
…
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
み
て

も
、
な
か
な
か
運
動
に
取
り
組
め

な
い
方
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
自
分
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
歩
く
歩
数
を
増
や
す
、

テ
レ
ビ
を
観
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ

す
る
な
ど
、
出
来
そ
う
な
こ
と
か

ら
は
じ
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
運
動
で
は
な
く
、
身
体
活
動
と

い
う
観
点
か
ら
、
毎
日
し
て
い
る

こ
と
を
ち
ょ
っ
と
増
や
し
て
、
活

動
的
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す 

　運
動
習
慣
を 

　
　
　
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う 

運
動
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
報
告
し
ま
す 

出
来
る
こ
と
か
ら 

　
　
始
め
ま
し
ょ
う 

＊
今
月
の
「
健
康
講
座
」
は
、

　
お
休
み
し
ま
す
。 

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

　10月11日(日)は、３年ぶりに「村民運動会」
が開催されます。子どもからお年寄りまで、運
動を楽しむ良い機会ですので、ぜひご参加くだ
さい。（写真は平成18年の村民運動会のようす） 

◆運動習慣のある人 
　（１回30分以上の運動を週２回以上実施している人）の割合 

◆運動習慣のない人が運動のできない理由 

（参考） 

運動習慣のある人 

新潟県平均　24.8％ 

人数 割合 

2,801人 アンケート対象者数 100.0％ 

512人 運動習慣のある人 18.3％ 

2,289人 運動習慣のない人 81.7％ 

時間に余裕がない 
63.3％ 

面倒 
22.7％ 

体を動かすのがキライ 
　2.3％ 

その他　6.2％ 
必要と思わない 
　5.5％ 

時間に余裕がない 
63.3％ 

面倒 
22.7％ 
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高齢者の権利擁護 

　
近
年
、
家
庭
や
施
設
で
の
高
齢

者
虐
待
が
表
面
化
し
、
社
会
的
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　 

　
虐
待
が
起
こ
る
背
景
に
は
、
人

間
関
係
上
の
問
題
な
ど
様
々
な
要

因
が
あ
り
ま
す
が
、
認
知
症
や
寝

た
き
り
の
方
に
対
す
る
「
介
護
疲

れ
」
な
ど
、
介
護
負
担
に
関

す
る
割
合
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。 

■
高
齢
者
虐
待
と
は
？ 

　
高
齢
者
が
身
近
な
人
か
ら

様
々
な
形
で
不
当
な
扱
い
を

受
け
て
い
る
状
態
を
い
い
ま

す
。
平
成
十
八
年
に
「
高
齢

者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の

養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に

関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
虐
待
を

受
け
て
い
る
方
に
限
ら
ず
、

虐
待
を
し
て
い
る
方
も
支
援

す
る
法
律
で
す
。 

■
高
齢
者
虐
待
の
分
類 

身
体
的
虐
待

…
殴
る
、
つ
ね
る
、

蹴
る
な
ど
の
暴
力
。
動
か
な
い
よ

う
に
縛
る
な
ど
。 

介
護
・
世
話
の
放
棄
、
放
任

…

必
要
な
食
事
、
入
浴
や
排
せ
つ
な

ど
の
世
話
を
し
な
い
、
必
要
な
治

療
を
受
け
さ
せ
な
い
な
ど
。 

心
理
的
虐
待

…
怒
鳴
っ
た
り
、

の
の
し
っ
た
り
な
ど
の
言
葉
の
暴

力
や
無
視
し
て
口
を
き
か
な
い
な

ど
。 

性
的
虐
待

…
同
意
の
な
い
性
的

接
触
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
。 

経
済
的
虐
待

…
必
要
な
金

銭
を
渡
さ
な
い
、
使
わ
せ
な

い
、
高
齢
者
の
年
金
や
預
貯

金
を
勝
手
に
使
う
な
ど
。 

■
高
齢
者
虐
待
の
予
防
に
は 

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢

者
の
う
ち
、
約
六
割
の
方
に

認
知
症
が
み
ら
れ
ま
す
。
介

護
は
家
族
が
す
る
の
が
当
た

り
前
と
い
う
周
り
の
一
言
が
、

介
護
者
を
追
い
詰
め
、
十
分

な
介
護
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
を

正
し
く
理
解
し
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
虐
待
は
身
近
に
起
こ
り

得
る
問
題
で
す
。
高
齢
者
や
家
族

の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
早
く
気

づ
き
、
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
い
、

支
え
合
う
こ
と
が
虐
待
の
予
防
に

な
り
ま
す
。 

高齢者の権利擁護 

　将来受給する老齢基礎年金を増額する方法として、通常の保険料に 

月々400円の付加保険料を加えて納付し、付加年金を受給する方法が 

あります。 

　付加保険料を納付することができるのは、任意加入している被保険者を含む第１号被保険者の方です。ただし、 

第１号被保険者の方であっても、保険料の免除を受けている方や国民年金基金に加入している方は、付加保険料を

納付できません。 

　上乗せされる付加年金の年金額は、付加保険料を納付し

た月数で異なり、年金支給額は「付加保険料の納付月数×

200円」となります。 

　つまり、保険料400円に対して年金額200円ですから、65

歳から老齢基礎年金を受給すれば、受給開始から２年間で

付加保険料相当分の年金を受け取ることができます。（利

息や物価変動を考えなければ、受給開始後の２年間で元本

を回収できます） 

「付加年金制度」を 
　　　　ご利用ください 

国民年金 
保 険 料  

★老齢基礎年金を繰上げ受給（60歳～64歳の間に受給開

　始）または繰下げ受給（66歳以降からの受給開始）す

　る場合は、付加年金も繰上げ・繰下げ受給となり、老

　齢基礎年金の減額率・増額率と同様に減額・増額され

　ることになります。 

付加年金制度に関するお問い合わせは、住民福祉課住民班　℡６４－１４７１まで 

国民年金マスコット 
　　　ゆめありくん 

付加保険料を10年間(120か月)支払った場合

　　　　400円×120か月＝48,000円 
 

 

◇受け取れる付加年金額 

・１年目(65歳)　200円×120か月＝24,000円 

・２年目(66歳)　200円×120か月＝24,000円 

　　（２年で支払い金額と同額の48,000円） 

・３年目(67歳)　200円×120か月＝24,000円 
 

　　　　以降、毎年受け取ることができます 

 

注）物価スライドによる受取額の変更はありません。 

〜 


